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いって放置できない分野があるのと同時に，儲か  

る分野だからといっていくらでも儲けてよいわけ  

でもない，何故ならその儲かったお金ほ基本的に  

は，病人という社会的に最も弱者から巻き上げて  

いるからである．この様なことを考えるとき，将  

来？大学での研究ほ，無駄なゾロ研究を排除し  

より独自性の高い研究を助長するためにも，ある  

程度ほ整理を行おねばならないだろうし，製薬企  

業での過度の競争を避けるためにも，研究及び生  

産は）かなりの程度企業間で分業すべきだと思わ   

れるも この企業間分業の結果生じる利益の偏り  

は，ある程度再分配し大学をも含めた基礎研究資  

金に充てる必要がある．大学などにおける研究テ  

ーマの整理ほ，誰が行うのが最善か分からないが  

少なくとも文部省のような政府検閲が行うのほ好  

ましくないように思われる．薬学という性質上，  

21世紀は，研究者や製薬企業にほ灰色であって  

も，社会的弱者である医療の受けてにほ薔薇色の  

夢を実現しなければならないというのが私の基本  

的な考え方である 

1こ－・：：：！l、．長さ  

利用して宇宙空間へ領域を拡大した人類は，未知  

のウイルスとも遭遇するだろうし？新しい哲学や  

政治や宗教も必要とするでしょう。これらの確実  

に予想さ丸る多くの難題を解決する事が，現代お  

よび21世紀をになう科学者に課せられた使命であ  

ります．しかしながら上述の諸問題ほ，超ミクロ  

の世界から超マクロの世界まで，日本国有の問題  

から地球全体に共通した問題，自然対人問，人間  

対人間，生命の謎等までも含んでおり，多分野，  

広い額域にまたがったこれらすべての問題を単一  

個人が解決する事ほ困難であります－ だからこ  

そ，解決を夢見て，それぞれの分野，領域でそれ  

ぞれの難問に敢然として挑戦していく創造的想像  

力を有する人材が育ちかつ共に協力し合う事が必  

要なのです。   

ベッドの上に病む生命を蓼 健康な状態に復帰さ  

せたいという隈望が）私を医療分野へと駆り立て  

ました．そして医学でなく薬学を選んだ理由ほ，  

分子レベルで病原体と闘争し勝利し得る薬を創造  

出来る化学者に大きな魅力を感じたからです．自  

分で考え，工夫した化合物を自由自在に創造し，  

Lかも仮想していた薬理作用を発現L多くの生命  

を救えるとしたら実に素晴らしい事だと思いま  

す，私ほこのような動瞭から出発して，前述の講  

難題の中から1）食料増産剤の開発および食料合  

成，2）老人性痴呆症治療薬の開拓，3）循環器系薬  

剤，4）抗ガン剤そL・て 5）抗ウイルス薬の開発を   

染弗 正蜜 そめい まさのり  昭和16年千稟県   

松戸市生れ東京大学大学院薬学研究科博士課程修   

了、金沢大学薬学部教授．趣味はテニス，将棋，不   

可能を可能にする合目的的な新反応を空想するこ   

と，対象とする標的化合物群を独創率の高い，限り   

なく－工掛こ近い共通合成法で合成し薬を作るこ   

と，  

21世紀に向けて，入額は以下に述べるような未  

曽有の災厄に直面するでLよう．即ち限られた表  

面積しか持たぬ地球上で爆発する人口とその社会  

活動から惹起される食料や飲料水の欠乏9 化石燃  

料消費による炭酸ガスや有害ガスの増加と気険変  

動，オゾン層破壊と有害紫外線の増加，生態系の  

破壊，エネルギーの枯渇9 高齢化社会における痴  

呆性老人の増加，心臓血管系障害およびガンによ  

る死亡の増加等々であります。細菌との闘争ほ依  

然として続くでしょうがナ ウイルスとの深刻な戦  

争をする事になるでしょう。スペースコ∵ロニーを   
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ほ，現在抗菌薬として製薬業界で注目を集めてい  

る事を考えますと，植物も又防虫や殺菌の目的を  

持って9やそのタロル置換体㈹）を合目的的に作り  

出しているのかも知れません．さらに6ほインド  

ールー3－カルパルデヒドq乱 インドールー3－カル  

ポン酸昭へも代謝されるはすであり，貴重な】の  

経済性を考慮すれば，これら代謝物も無駄に捨て  

られる事なく成長促進あるいほ抑制に関与するべ  

きだと想像出来ます．だからこれらの修朗化合物  

を創り出せば，リンゴやブドウやイネを大きくし  

て食料を増産する事も可能でしょう．さらに飛躍  

すれは花芽の形成，開花，落花等を制御している  

化合物が存在するほずで，そのような化合物を手  

中におさめる時，花咲爺のオーギ詰も実話となる  

でしょう．   

人間のガン組織に多量の6が含有されている事  

実，ガン細胞の異常な増殖現象と，6がR‡寸A合  

成や蛋白質合成を促進する事実を同時に考慮する  

時，6が動物細胞の成長促進田子のひとつである  

と考えられます．そして6の生成系を修飾した  

り，6やその代謝物である12，13の誘導体，類縁  

体によりガンの成長を抑制してやろうという夢が  

育ちます．   

海洋に住む生物から単離されたハ1ロゲソを含有  

するインドール化合物群（例えば川）ほ強い抗ウイ  

ルス作用を示します．したがってこれらの誘導体  

からエイズの薬を創り出せる可能性もあります．  

細菌の代謝産物の中からも強力な抗ガン作用を有  

するインドール化合物個が発見されています．イ  

ンドールの7位へ置換基を導入すれば，抗炎症作  

用も期待され，4位に酸素官能基が存在するピン  

ドロール（柑）ほ，抗不整脈剤として臨床に使われ  

多くの患者を救っています。5，6位が酸化され  

水酸基が導入されれば，メラニン色素の重要な構  

成成分（1ア）が生成します．もしもこの過程に害な  

く干渉する事が出来たら，ホタロをなくしたり，  

皮膚ガンを治したり，人種差別をなくし得る莱を  

創り出せるかも知れません。   

将来我々の蛋白源として利用出来る可能性のあ  

るメタノールを唯一の炭素源として成長する単細  

胞生物のメタノールデヒドロゲナーゼの補酵素と  

して，インドール化合物が働いています．これら  

のモデル系を作る事が出来れば，メタノールから  
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するという不可能とも思える五大目標達成を夢と  

しております。   

夢を具体化するた捌こ考えられる数あるアプロ  

ーチの仕方の中から，私はこれまでほインドール  

の化学を中心に据えて研究を進めています．その  

夢物語を客観的事実に独善説を加えて以下に簡単  

に語りましょう◆   

蛋白質を構成する必須アミノ酸であるトリプト  

ファン川ほインドール骨格を有しており，体内で  

代謝されてセロトニン（2）になります∴2は中枢神  

経系における神経伝達物質であると同時に，睡眠  

現象とも深い相関関係がありますも この2が酸化  

されて，6位に水酸基が導入された化合物（3）にな  

ると，今度ほ連にセロトニソ作働性神経系を破壊  

してしまいます。一方植物は91を生合成原料とし  

て多種多様なインドールアルカロイド化合物群を  

作り出し，古くから人類ほこれら化合物を薬とし  

て様々な病気に利用しています．中でも1の4位  

にプレニル化が起こりますと∴薬理活性物質の宝  

庫と異名を持つ麦角アルカロイド化合物群が誕生  

します．このアルカロイドの誘導路の中から抗ガ  

ン作用を有する化合物（卑）も創り出されています．  

さらに高度な神経作用である意識に影響をおよぼ  

し，幻覚を生じさせる化合物（5）や，すぐれた脳機  

能不全治療薬，循環器系薬剤などが開発されてい  

ます．脳内に存在するアミン額ほ種々あり，それ  

ぞれ重要な働きをしておりますが，私は2や3や  

麦角アルカロイドの類縁体を合成する事により痴  

呆症治療薬や，脳や神経系の作働検能解明に役立  

つ化合物を創り出せるという夢を抱いています．  

記憶や学習の棟構に関与する化合物を創り出せた  

ら，頭の良くなる薬も出来るかも知れません．   

一方1ほ酸化されてインドールピルビン酸とな  

った後，脱炭酸してインドール酢酸帽）となりま  

す。植物にとって6ほオーキシソと呼ばれる成長  

促進ホルモンであります．豆科植物のツルなどが  

特に成長が早い理由は，これら植物がインドール  

環4位に塩素原子を有する4一夕ロルイソドール  

酢酸（ア）を利用しており㌧ 7が6よりも強力な成長  

促進作用を示す事から理解されます．植物はさら  

に6を2－オキソ体㈲へと酸化し，続いて起こる  

開環および再開環反応によりキノロンカルポン酸  

（9）へと誘導Lます．この9の異性体ql）の誘導体  
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食料を作り出す事が出来ますヤ 天険に左右される  

農業から飛躍して，炭酸ガスや一酸化炭素と水か  

ら食料を作り出せ．紬私 人簿ほ広大な宇宙へ自由  

に飛び出していけるでしょう 

このようにインドールという複素環化合物ひと  

つをとりあげても，たくさんの夢を見る事が出来  

ます，自然界には多くの化合物が存在し，様ノ々な  

働きをLています，Lたがって無数の夢を措けま  

す。常識の穀を打ち破って，脱皮Lて出るのほ並  

太括のエネルギーでほ出来ませんが，その原動力  

となる夢が大きければ大きい程容易になります．  

肉体的冒険の余地が少なくなった現在，若者は夢  

に向かって不可能に挑戦する知的冒険の世界に情  

熱を燃やすべきだと思いますヰ   

ご㌔・： iこミ：  

検器を一般に普及させた電気屋さんのお蔭でもあ  

る。また，量子化学の発展もコンピューター技術  

の発達なしには語れない。   

ところで，現在，超電導に関する研究が競争的  

に行なわれており，常温超電導も近い将来夢では  

なくなるらしい。化学者も超電導材料の分野で活  

躍することになろう．これを実用化できれは高分  

解能打M選測定ほ有械化学者のルーチンノワークと  

なるであろうし，また風が吹けば桶屋が儲かるよ  

うにこの進歩による他の分野の発展も期待でき，  

外野としてぼ額もしい限りである。   

しかしながら｝ こ丸らの事を考えるキク 自分一  

人の能力をもってして烈世紀に夢を馳せるのは容  

易でほないと思わざるを得ない．   

そこで∴編凛老の意図とほ些か異なるかもしれ  

ないが∴私が21世紀に向かっで匝れた研究成果を  

上げる（これならば正夢になるかもしれない）た  

めの自分自身と社会に対する期待を以下に記した  

い．  

住）有携化学のこと   

現在の有機化学を更に発展きせるためにほ南棟  

化学ほもちろん無瞭化学，物理化学9 生物化学に  

も明るくなくてほならないと，最近事あるごとに  

痛感させられる。世は分業の時代であり，殊に大  

学の研究室などほ専門馬鹿の集まりのように言わ  

れているが，それでほもう新Lい発見など生まれ  

ほしない．広く輝い知識を身につけたい。  

③ 情報科学のこと   

研究をするためにほまずアイデアを出さねばな  

らぬが？その板元となるのが文献調査である。し   

荒川 境 あらかゎ やすし  昭和32年東京都生   

れ 北陸大学大学院薬学研究科博士課程修了・北陸   

大学薬学部薬品製造化学教室助手。早稲田大学理工   

学部化学科を卒業酪北陸大学大学院へ進学）晴れ   

て本学第一号の博士号を授与さわた・研究テーマは，  

リン，硫黄を含む有機化食物の合成研究や 趣味ほ将   

棋，ギタ←弾き語り，野筑 モーターサイクル・   

「21世紀に向けての夢」とほ日々の生活に追わ  

かている我が身にとって何とも大きい標題であ  

る。実験事実を記述することを生活の糧としてい  

るためか即座には思い浮かばぬ．あえて言うな  

ら夕 方能な不老長寿の菜を合成することが南棟合  

成化学者である（？）私にとっての夢であろうが）  

それほ誰もが夢みる絵空事であろう．   

現在までの入寮の進歩を振り返ってみると，初  

期の発明発見というジャンルの文化ほ少数の天才  

によってもたらされたものであったが，ここ30年  

の進歩ほ社会全体のレベルアップによるものであ  

ると思う．化学分野においてほ種々のスペクトル  

横領の出現により分子構造の解析が容易になり，  

私もその恩恵に浴しているわけであるが，それは   

5格  
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か・私ほそうだと思う．でも研究の目的，狙いは   

現在と大きく変わる事でほあろう．技術に支えら   

れて，生物が生体内で行う反応を体外で，試験管   

内で行うことが目的ということに…‥・。そのため   

にをま益ノ々生体の情報が収集されることになるでし   

ょう。考え，判断する脳の模供物も必要にもなる   

でしょう・高度に逓歩したコンピューターが代用   

かな。代用なんて言えないような進化したものか   

も知れないが，でも所詮姥代用である。そう思わ   

ないと人間らしくなくなってしまいそう．  

∵苛tモ商学もやはり生捧をモデルに「きた生物＿¶－  

から薬を生産することを研究の主題にして21世紀  

ほ幕を開け，現在若手の研究者といわれる人達や  

学生諸君が受け継いでいくんでしょうれ   

技術の進歩ほつねに続いで行くでしょう，多分  

目を見張る勢いで・そこで重要なことほ何にその  

技術を応用するかです。即ち『何をするのか』で  

あって，「どうするのか」でほないということで  

し ょ＝ う．   

やはり，ネタ探しこそ主題であり，世紀が変わ  

っても，それほ変わらないでしょう．  

…   
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